
精子の生物学： 精子は受精のために特殊化した細胞であり、生物の一生のなかで唯一個体を
離れて重要な任務を果たす細胞です。 そこには、洗練 された運動装置である 毛、雄性の
伝情報を小さく畳み込んだ精子頭 、卵と遭 し合体 するために必要な先体 が存在し、

受精を可能にしています（図１）。 この魅力的な細胞の形成機構や機能に関する研究には、
細胞の分化や運動、細胞シグナリングといった細胞生物学における重要なテーマが含まれて
います。 本講義では、精子の分子構築、精巣における精子形成機構、受精時に見られる精子
の活性化機構、精子内のシグナル伝達について、最 の知見も含めながら 説します。

毛・繊毛の生物学： 精子の運動装置である 毛や、
感 器などの上 皮表面に存在している繊毛は、運動
性オルガネラとして、あるいは細胞外情報の物理 的・
化学的受容器として多彩な機能を果たしている、
いわゆる細胞の「毛」です。 毛繊毛の中央を貫く
糸の構造は進化的に く保存されており、「9+2」
構造の芸術的な 微小管 格をもっています（図１）。
微小管には分子モーターダイニンやその 節 因子など
約250種 の蛋白 が結合し、波打ち運動のための
ナノマシーンを構築しています。 最 では、発生や
形態形成、成体器官の機能においても 糸の重要性
が指摘されています。 本講義では、 糸の分子構築、
分子モーターの構造、モーター活性の 節機構を中心
に、 糸の構造と機能について 説します。

精子形成・精子の分子構築 明のための最 のアプ
ローチ：我々の研究室では、原索動物のホヤを用いて、
ゲノミクス／
プロテオミクス的
アプローチから
上記の研究を進めて
います（図２）。
これらの研究から
最 得られた知見に
ついて 説するとと
もに、研究手法の
原理についても 説
します。

お問い合わせは物 科学科生体機能コース・藤原滋樹（tatataa@cc.kochi-u.ac.jp）まで。
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図2. 精子タンパク質のプロテオーム解析

図1. ホヤ精子と鞭毛の断面


